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ダイコクネズミにおける宮崎肺吸虫の実験感染，

特に大平肺吸虫との比較

多田功

鹿児島大学医学部医動物学教室（主任佐藤淳夫教授）

（1968年11月１８日受領）

緒言

肺吸虫属には医学上よく知られたウエステルマン肺吸

虫の他に，２０余種の存在が知られ，このうち本邦にはウ

エステルマン肺吸虫ＲｚｒａｇＯ"i"z"szuesreγ"zα"ｉ（Ker‐

bert，1878）Braun，1899,大平肺吸虫Ｒｏｈ/raiMiya‐

zaki，1939,小形大平肺吸虫Ｐ．／Zo肋``e,'e'ＭChen，

1940，宮崎肺吸虫Ｐ、ノノziyaza肺Ｋａｍｏ，Nishida，

HatsushikaetTomimura，1961，佐渡肺吸虫Ｐ・ｓａｃｂ

ｃ"sisMiyazaki，Kawashima，HamajimaetOtsuru，

1968の５種が現在のところ分布している。これら肺吸

虫の宿主としては夫々の種に固有の動物が定まってい

る。それは単に肺吸虫の分布地における動物相が限定さ

れているためだけではなく，肺吸虫の種によって，宿主

動物に対する親和性が異なるためである。この事実は宿

主一寄生体関係の解明の上で興味ふかい点である。

宮崎肺吸虫は加茂らにより独立種として報告されたも

ので（ＫａｍｏｅＺａＺ.，1961)，イタチ，テン，イヌ，イノ

シシなどを終宿主とし，サワガニを第２中間宿主として

いる。その第１中間宿主については，初鹿ら（1966）に

よりアキヨシホラアナミジンニナＢｙ〃"eJm(Ｍ、α）

'2”o"ｉｃａａﾊﾉ(yoWe,Ｍに自然感染が報告され，更に

橋口・宮崎（1968）によって実験的に証明された。著者

は従来，宮崎肺吸虫をダイコクネズミに感染させて，諸

種の観察を行なった結果（Tada，１９６７；多田，1967,

1968)，この肺吸虫の終宿主に及ぼすいくつかの影響を

明らかにすることができた。

すでにウエステルマン肺吸虫及び大平肺吸虫について

は，自然感染ならびに実験感染における病理学的ならび

に免疫学的な研究，あるいは宿主動物体内での虫体発育

の観察が詳細に行なわれているが，宮崎肺吸虫について

は，終宿主体内での移行経路に関する横川ら（1964ａ，

b）の簡単な報告と，上述の著者のもの，ならびに橋口

ら（1968）のダイコクネズミとドブネズミ体内での発育

の比較があるにすぎない．

この論文では，同一株ダイコクネズミを用いて宮崎肺

吸虫と大平肺吸虫の感染状況をも比較した。後者はダイ

コクネズミに極めてよく感染しうるので，これを対照と

して，宮崎肺吸虫の発育及び感染動物における血清蛋白

の変動，臓器の病理組織学的変化等を比較しながら追求

した．

゛

実験材料及び方法

実験に用いたダイコクネズミはＫｉｎｇ株の雌，体重は

100～1509で，１実験単位は原則として４匹とした．飼

育は室温で行ない，オリエンタル固型飼料ＭＦと水とを

常時供給した。感染に用いたメタセルカリアは山口県六

呂師産のサワガニハオα"Ｊｏ７ＭｅＡαα"ｉから採取した宮崎

肺吸虫（以下Ｐ.，皿と略す）と，兵庫県円山川産のク

ロベンケイＳｂｓαγ"ｚａａｅﾉｶαα"ｉから採取した大平肺吸虫

（以下Ｐ.ｏ、と略す）の２種である．Ｐ.'皿及びP.α

のメタセルカリアは夫々別群のダイコクネズミに1匹あ

たり15個ずつを感染させた。感染方法は，少量の水と共

にメタセルカリアを細ビニール管（No.１５，五十嵐医科

工業）に吸いとり，エーテル麻酔した動物の胄腔にその

先端を入れ，ビニール管の反対端につけた注射筒の圧力

で注入する方式をとった．

Ｐｂｌ"感染群では投与後１０，２０，３０，４０，５０，５６，

７０日目に，Ｐｂｏ・感染群では同じく10,20,30,40,

50,60日目に夫々３～４匹の感染動物を剖検した（Ｔａｂｌｅ

ｌおよび２）．剖検に際してはダイコクネズミの横隔膜

を腹腔側から切開し，心臓穿刺により採血した。採取

した血液は，血清分離を行ない血清蛋白分画と蛋白量の

測定に供した．次いで腹腔と胸腔内を生理的食塩水で洗

浄して遊離虫体の回収につとめ，肝及び肺の肉眼的変化

を観察した．肝においてはその表面の膿様苔の状況に注

目し，肉眼的変化のある部位の一部は病理組織学的摸索
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*＊Worm-cystwasnotdissected．

＝０ ＋＝ｌｔｏ４，＋トー５

に供した．また肝表面のこのような線状又は斑状の変

化についてはＴａｂｌｅｌ及び２に示したような分類でそ

の程度を記載した．肺にできた虫嚢の一部は，虫体をと

りだして計測するために切開したが，のこりは組織学的

観察のため，そのまま１０％ホルマリンに入れて固定し

た（Ｔａｂｌｅｌ及び２中丼印のついたもの)．肝内に穿入

した虫体は摘出せず，表面に変化の著明な部分のみ上述

のように組織学的観察に供した．従って，Ｔａｂｌｅｌ及び

２において示された虫体総数の中には，体腔内遊離の虫

体と一部の虫嚢からのもの以外，たとえば肝内穿入中

の虫体などは含まれないから実際より低い回収状況であ

る．得られた虫体は70％エタノール内で圧平固定したの

ちカルミン染色を行ない，大きさの計測や生殖器殊に卵

巣の発育状況及び子宮内虫卵形成を観察した．組織切片

についてはホルマリン固定後，パラフィン切片を作製

しヘマトキシリン・エオジン染色を行なった．血清蛋白

量の測定はＬｏｗｒｙによるFolin法で行ない，蛋白分

画は濾紙電気泳動法によった．これらの方法は前報に述

べたので省略する（多田，1967)．

実験成績

１．Ｒ，"．及びＲ０．のダイコクネズミ感染状況と

宿主の肝及び肺病変の肉眼的所見

ＰＬ,"・感染群においては感染10日目には虫体を検出で

きなかったが，２０日目にネズミ３匹中２匹から夫々２個

体の幼若虫を腹腔内に見出した（Tableｌ），No.７にお

いては肺表面に出血を伴なう虫嚢状の病変が認められ

た．更に肝表面には線状ないし点状の黄色斑が10日目で

すでに著明に見られた．この肝表面の肉眼的変化は感染

50日頃まで著明であった．この時期には虫体は主として

肝内に穿入し，肝実質部を移動していると考えられた．

感染40日になると肺での虫嚢形成が明瞭に認められ，肺

吸虫は以後主として胸腔内か虫嚢内に認められた．しか

し，ＰＬ'"・感染の場合，７０日目においても３匹の感染動

◆
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たり４．４虫回収されたことになる．更にこの値を投与メ

タセルカリア数15で除すと4.4/15×100＝29.3％が回収

率である．

一方，ＥＣ・感染群ではTable2に示したように肝表

面の膿苔状の変化は20～30日の間に著明に見られるのみ

でＲｍ．に比べ早期に梢槌していた．ＥＣ・幼若虫は１０

日目には，ネズミ１匹あたり０～３個体（平均；1.5）

が腹腔内に見出された．３０日以降は，腹腔からは全く見

出せず，主として胸腔内か肺臓内において見出されてい

た．肺における虫曇の形成状況を見ると，３０日以降で

Ｎｏ．９～Ｎｏ．２２の動物において合計22個が見出された．

このうち右肺には13個（59.1％)，左肺には９個（40.9

％）であり，これも右肺に多く形成されていた．Ｒブル

の場合と同じく虫体の回収率を算出すると，３０～60日の

間で，Ｎｏ．９，１１，１２，１３，１９，２２の６匹のネズミに

おいて合計21個体が得られた．従って動物１匹あたりの

物のすべてに１～２個体のＲ’'z、が腹腔内，殊に肝表

面に附着しているのが認められた．しかし56日から70日

にかけた時期では肝の肉眼的変化は殆んど消失した．こ

れは肝実質における病変が殆んど梢槌したことを示すと

思われた．４０日以降になると典型的な虫嚢が肺に形成さ

れ，その数はＮｏ．１１～No.２５の動物で合計37個見られ

た．このうち右肺に25個（67.6％)，左肺に12個（32.4

％）認められ，右肺に多かった。

この実験では投与した肺吸虫メタセルカリアに対する

各剖検日毎の全虫体を回収していない(Tablel及2)．し

かし，回収率も宿主動物に対する寄生蠕虫の適合性を表

わす１つの重要な指標である．従って虫襄内虫体をも取

り出したネズミについてこれを算出した．即ち感染40日

以降で虫嚢内虫体をも摘出したＮｏ．１１，１２，１３，１４，

１８，１９，２１，２２，２３，２４の動物からは遊離虫体を含めて

合計44個体が回収された．従ってダイコクネズミ１匹あ

●
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Table3Paper-electrophoreticanalysisofserumproteinsinexperimental
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Table4Paper-electrophoreticanalysisofserumproteinsinexperimentalrats

infectedwithPZzγαgo"z"z"ｓｏｈｉ７ａｉ
●

●

Globulin
Daysafter
infection

Totalprotein
（g/dl）

Ａ/ＧratioAlbumin

alpha beta ｇａｍｍａ

１６．３±４．９８
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０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６

４８．８±４．１９＊

４９．０±３．３５

４６．５±３．０４

４４．９±３．６７

４４．５±３．４６

５２．３±５．２５

２
８
８
２
９
１

８
５
７
２
７
９

１
２
０
２
１
１

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一

４
２
８
２
１
２

５
６
７
８
７
６

１
１
１
１
１
１

１
６
２
８
６
５

０
１
１
３
１
０

２
３
２
２
２
４

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

０
９
７
３
５
６

９
９
９
３
４
５

１
１
１
２
２
１

２
４
５
４
８
２

１
１
１
１
０
２

０
０
０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

０
９
８
８
８
１

１
０
０
０
０
１

６
８
２
６
１
８

４
９
２
３
１
４

●
●
●
●
●
■

０
０
０
０
０
０

＋
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

０
３
０
４
７
８

□
●
●
●
●
●

６
６
６
５
５
５

＊Perｃｅｎｔ±ＳＤ．

1．５
回収虫数は3.5個体，回収率は3.5/15×100＝23.3％であ

った．但し，Ｎｏ．２０は剖検時に全く虫体を見ることがで

きず，肺・肝の肉眼的所見もなかったので感染不成功例

としてこれを除外した．なお，ＥＣ・感染20日目にＮｏ．

７から２個体の幼若虫を得たが，染色過程で破損したた

め，計測と染色に供することができなかった．

２．感染経過に伴なう宿主の血清蛋白像の変動

分離したダイコクネズミ血清についての蛋白分画及び

蛋白量の変動をTable３(Ｒゾル感染ネズミ）とTable

4(PLO・感染ネズミ）に示した．対照としてえらんだ非感

染の同株ダイコクネズミ３匹についての血清蛋白分画の

平均値は次のとおりであった．アルブミン；54.2±4.10

％，α-グロブリン；17.8±1.27％，β-グロブリン；１７．６

±0.92％，７－グロブリン；１０．４±1.54％，Ａ/Ｇ値；１．２

±0.17,血清蛋白量；７．０±1.279/ｄＬ実験感染群にお

いてはいずれの動物群においても蛋白量は余り著明な

変動を示さなかった．しかし，血清アルブミンの相対

量は一過性の減少を示し，これに伴ないグロブリン量

の相対的な増加，即ち，Ａ/Ｇ値の一過Ｉ性低下が見られ

た．これはＦｉｇｌに示すようにＰ.,"・感染ネズミ血清

●

０１

．
｜
］
甸
凹
①
へ
く

ＪＪＯＯ－－巴

の

●

0.5
●

０１０２０３０４０５０６０７０

Daysafterinfection

Fig、１Changesinserumalbumin/globulm

ratioduringthecourseofP．〃ｚｉｙｚ－

ａ賊（solidline）ａｎｄＲｏｈｉγα2（dot‐

tedline）infectioninalbinorats、

においては殊に著明で，感染３０日目に最も低下してい

る．以後再び上昇し50日目以降では最初の値まで回復を

示した．これに対し，Ｒｏ・感染動物血清ではＡ/Ｇ値の

(３７）
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Table5MeasurementsofPαﾉｰαgo"i"zzUsﾌﾞﾉＬｚｙａｚａ航recoveredfrominfectedrats
の

Ｎｏ．ｏｆwormwhich

formedeggsinuterus
perＮｏ．ofworm
examined(％）

Ｎｏ．of

vvorln

exarnined

Body
length
(ｍ、）

Body
width

(ｍ、）

Ventral

Length
（,u）

sucker

Width

⑭)

Oralsucker

Width

⑭)

Daysafter
infection

０
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
０
６
〈
Ｕ

２
３
４
－
５
５
戸
Ｉ

0／４（0.0）

0／５（0.0）

0/16（0.0）

1/11（9.1）

4/15(26.7）

9/13(69.2）

４
５
６
１
５
３

１
１
１
１

２
２
５
４
５
６

０
０
０
０
０
０

＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
十
一

１
２
９
０
７
１

１
１
１
２
２
２

＊４
６
０
９
０
７

０
０
１
０
１
０

＋
｜
＋
’
十
一
十
’
十
一
十
一

８
０
３
７
７
０

２
３
３
３
５
５

６
２
６
８
２
９

０
５
９
９
８
３

１＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一

５
８
６
４
８
３

９
４
３
７
６
６

２
３
４
４
５
４

３
２
５
０
９
２

６
５
９
１
６
６

１

＋
一
士
十
一
十
一
十
一
十
一

５
８
４
５
８
９

９
４
３
９
７
６

２
３
４
４
５
４

２
６
４
３
７
６

４
４
１
７
９
７

１

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一

０
０
３
５
９
９

５
３
６
８
０
７

２
３
３
３
５
３

＊Ｍｅａｎｓｉｚｅ±ＳＤ．

10.0 したのが最低値であった．

３．感染経過に伴なう肺吸虫の発育状況

圧平標本について計測したＲﾉﾉz、の体長，体幅，腹

吸盤の縦径と横径，及び口吸盤の横径をＴａｂｌｅ５に，

Ｐｂ０．のそれらをＴａｂｌｅ６に示した．Ｐｔフルにおいては

体長ないしは体幅の増加の面から見ると徐々な発育であ

った（Ｆｉｇ．２）．いまＰL'皿とＰｐ．とで剖検日数に対

応のある感染後３０，４０，５０日目の夫々の体長の差をｔ分

布の検定で比較してみる．その結果，３０日目においては

Ｐ＜0.05でＲ'"．とＰＩＯ、の体長に有意差が認められ

た．同様に40日目及び50日目の体長の比較でもいずれも

有意差（Ｐ＜0.05）が認められた．即ちどの剖検日に

おいてもＰ.ｏ、の体長はＲ〃Ｌのそれより大きいこと

が明らかであった．体幅の差についても同様に有意差が

あり，ＥＣ・はＥゾルよりも大きかった（Ｐ＜0.05)，

一方，ＰＩＯ．は発育がきわめて良好で，すでに30日目に

おいてＰＷＬ・の56～70日目の大きさを越えている（Ｔａ‐

ble6）．体長の増加曲線はＰ．，)z、に比べ，急激な上昇

を示し，感染30日以後は著明な増加がみとめられなかっ

た．肺吸虫の感染動物体内における発育のもう１つの指

標は生殖器殊に卵巣の発育状況と子宮内虫卵形成状況と

北+■■
よ;－|/|｣ｊ－ｌ

Ｏ５

Ｅ
Ｅ
ｐ
一
二
一
ｍ
宮
①
｜
【
で
。
、

訂

す

０．０

０１０２０３０４０５０６０７０

Daysafterinfection

Fig2GrowthcurvesofR7"ｉｙａｚα〃(solid

line）ａｎｄＰＬｏｈｶｰａｉ（dottedline）

duringthecourseofinfectionin
albinorats、

低下はＲゾルの場合ほど著しくなく，感染30～50日目の

間にやや低下するのが見られた．Ｐｂ,"・感染ネズミ血清

では感染30日目のアルブミン量が38.7±3.17％で最も低

く，この時のＡ/Ｇ値は０６±0.07でやはり最低であっ

た．Ｒｏ・感染の場合，Ａ/Ｇ値は20日目から50日目の間

は０．８前後であったが著明な一過性減少はなかった．ま

た，血清アルブミン量は感染50日目に44.5±3.46％を示 、

Table6MeasurementsofPtz7ago"z"zzJso/ij（z/recoveredfrominfectedrats
●

◆

Ｎｏ．ofwormwhich

formedaggsinut-
erｕｓｐｅｒＮｏ、of
wormexamined(96）

Ventral

Length
仏）

／

５６６±８９

６１８±８５

６００±５５

６３８±５７

１
２
７
７

９
９
７
５

画
耐
の
一
／
辻
吐
肚
肚

岫二Ｗく一
６
２
９
３

５
６
５
６

Oralsucker
Width

（12）

ＤａｙｓａｆｔｅｒＮｑｏｆｗｏｒｍＢｏｄｙｌｅｎｇｔｈＢｏｄywidth
infectionexamined（ｍ、）（ｍ、）

／

466±１１０

５１９±４２

５４０±４６

５２３±５１

１．１±０．２＊

６．７±１．２

７．４±０．７

７．６±１．０

６．８±０．２

２
１

６
１
１
４
４

Ⅳ
Ⅳ
リ
リ
ッ

１
１

６
２
１
４
４

１
１

０
６
６
７
２

０
０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一
十
一

４
０
６
０
５

０
３
３
４
３

（０．０）

（83.3）

(100.0）

(100.0）

(100.0）

０
０
０
０
０

１
３
４
５
６

＊Ｍｅａｎｓｉｚｅ±ＳＤ．

(３８）
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、

Ｐ

野

Ｆｉｇ．４０ｖａｒｉｅｓｏｆＰｍ－ａｇｏ"ﾉﾉ"〃soAlMifrom

experimentallyinfectedrats．Ｇ：

lOdayspostinfection，Ｈ：３０days，

Ｌ４０ｄａｙｓ，肌５０days，

Ｋ：６０days．

（26.7％）が，更に70ｐ目では13個体中９個体(69.2％）

がその子宮内に虫卵を形成していた．これに対しＲａ

では感染30日目ですでに12個体中１０個体（83.3％）が虫

卵を形成していた．更にこれ以後に検索したすべての虫

Ｆｉｇ．３０variesofPtzrago"/"ｍｓ７〃7ｙａｚａｈｉｉ

ｆｒｏｍｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａllyinfectedrats

A：２０dayspostinfection，Ｂ：３０

days，Ｃ：４０days，Ｄ：５０days，Ｅ：

５６days，Ｆ：７０days．

であろう．まず，虫卵形成状況を見るとTable5に示し

たようにＰ.’ルでは40日まではどの虫体にも形成が認

められない．５０日目のもので11個体中ｌ個体（９１％）

に虫卵形成を認めた．ついで５６日では１５個体中４個体

ＥｘｐｌａｎａｔｉｏｎｓｏｆＦｉｇｕｒｅｓ

Ｆｉｇ、５－Ｆｉｇ．１５：Tissuesectionsfromratsinfectedｗｉｔｈ１Ｄａ７－ａｇｏ〃ﾉﾉ"ノハ〃"ｙａｚａﾊﾉﾉ、

Fig5Liver、Ｔｈｅｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅｃｙｓｔ－ｌｉｋｅspace，filledwithinHammatoryexudates、This

changewascausedbythepenetratingHuke，２０daysafterinfection

Fig6Liver・Necrosisandabscessformation，asillustratedintheupper-rightportionofthefield，

ｏｎｄａｙ３０、

Fig7Liver・AtransversesectionofaHuke，foundintheliverparenchyme，onday30JnHammatory

reactionisabsentinthesurroundingtissue・

Ｆｉｇ８Ｌｕｎｇ・EdemaandthechronicinHammatoryinfiltrateinthealveolarseptaareshown，found

adjacenttothenecroticfocus・

Ｆｉｇ．９Lung・Thickenedpleura（leftportionofthefield）andsubpleuralbronchopneumonia，ｓｈｏｗｎ

ｏｎｄａｙ４０

Ｆｉｇ、l0Lung、Ａｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆａｗｏｒｍ－ｃｙｓｔＴｈｅｒｅisamultinucleatedgiantcell（Ｇ）ｉｎｔｈｅ

ｉｎｎｅｒｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｃｙｓｔ－ｗａｌＬＣ：cavity

Fig，１１Lung，OralcavityoftheHuke，ｗｈｉｃｈｉｓｆｉｌｌｅｄｗｉｔｈｃｙｓｔ－ＨｕｉｄａｎｄｉnHammatoryexudates・

Ｆｉｇｌ２Ｌｕｎｇ、Ａｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅｗａｌｌｏｆａｗｏｒｍ－cyst、Flukesaresurroundedwithgranulation

tissue，ｏｎｄａｙ５６．

⑧

（３９）



4０

蕊議鑪蕊il鑿

lIIllllll1IlllIiilllI1llililliiIlimIi
蕊

灘

》
灘i蝋1111繍図

::擁篭謬

;蕊?;iｈ

Wliiiilliiiiiiiiliii
lllliillilMiillliliiiliiiiiiiil鰯ｉＨＹ過iiqRii3Kiii蕊

運!蝋》Ｍ壇 ⑰

蕊ilMlllllI
lilii;i1l1j雲illiiillli1lii篝lil霧l911iI曇;,(:iiIiiMI綴

●

（４０）



4１

,iiliillllllllllIIIIl1ll1Iliiliii

|鍵iii1i鱗
鍾蕊亘岬

三－1雲i#二）鼠Ili1i
鴬翻，

▽

蕊iiii鑿!;！

Ｑ:9１

風･－J@Ｗ

蕊稲

｣蝿&

脛
牌
舳
懸
飢
即
凹 ■･Ｂｒ■

■臼鷹巳E脳國

11蝋il識騨

Ｐ
「
】■】田

（４１）



4２

体において子宮内虫卵の形成を認めた（Table６）．

次に卵巣の形状とその大きさをＲノルとＰｋｏ・の間

で比較した．これは実験感染で得られた肺吸虫の圧平染

色標本について各時期における典型的な卵巣を同一倍率

で示したものである（Ｆｉｇ３及びＦｉｇ．４)．同時期にお

ける卵巣の形状をＲ’処（Fig.３，Ａ～Ｆ）とＰｂｏ．

(Figs､４，Ｇ～Ｋ)の問で比較するとＲゾルの卵巣は大き

さの点でも除々に増大した．更に卵巣の分枝もおそく，

ほぼ50日以降においてはじめて特徴的な構造を示した．

これに対し，Ｒ０．ではすでに感染30日目の卵巣の大き

さはＰ.,処の56日目以降のものに相当した（Fig.４）．

勿論，発育の程度には同一時期の虫体でもかなりの変異

が見られるが，その時期に典型的な卵巣を比較すれば両

者の発育の差は明らかである．また，卵巣の発育状況と

子宮内虫卵の形成とは平行関係にあった．これらの点か

ら見て，Ｐ.,私の成熟はＲａに比べかなりおそく，且

つゆるやかな発育をすることが明らかにされた．

４．感染経過に伴なう宿主動物臓器の組織学的変化

（Figs5～20）

この実験では肺吸虫の移行経路を追求するのが目的で

はないので感染過程において最も著明な肉眼的病変の見

られる肝と肺の組織学的変化を観察した．これにより

P.”とＰＬＯ・の感染に対する宿主動物の反応を追求し

た．その所見を感染経過を追って述べる．

１）宮崎肺吸虫（P・''１.）感染ダイコクネズミにおける

変化（Ｆｉｇｓ５～15）

感染１０日目及び20日目

最初に見られる肝の変化は表面における線状ないし点

状の黄色斑で，１０ロ目では軽度であるが，以後徐々に著

明となった．即ち感染初期には幼若虫の肝表面への接触

部と実質内への侵入部における肝細胞の変性，肝細胞索

の破壊に続き，侵入局所に好中球を主とする炎性細胞の

高度の浸潤が見られ，更に中心部は融解して膿瘍を形成

した．これらの病変は肺吸虫による肝実質の機械的破

壊や肺吸虫の排泄液等との接触による変化と考えられた

Fig.５に見られるのは虫体通過による肝実質における組

織欠損である．欠損部には細胞浸潤が著明で周辺の肝細

胞索は乱れ，肝細胞の変‘性壊死が強かった．

感染30日目

肝の変化は一層著明になり，肝表面の斑状病巣数も増

加した．限局性の変`性壊死巣（Ｆｉｇ６）は小葉大ないし

は更に大きくひろがり，時にはいくつかの小壊死巣が癒

合した．壊死巣の中心部には肺吸虫が見出されることが

あった．この時期では幼若虫はかなり急速に肝内を移動

するためか，Ｆｉｇ．７では虫体周囲に炎症像が見られな

い．これは肝実質の破壊が新しく，未だ組織反応が起こ

っていない時期と考えられた．一方，この時期ではすで

に肺表面に川血性の病巣がみとめられるものがあり，一

部では肝と同様に膿瘍が形成される場合もあった．Ｆｉｇ．

８は病巣周囲肺実質の浮腫と肺胞中隔の炎症性樛出を示

す．肺炎を起こすと肺胞内に参出液が見られ壁は肥厚し

た．更に出血像が著明で，リンパ球様単核細胞,好中球，

組織球，形質細胞，一部には好酸球及び線維芽細胞の増

多が著明である．虫体穿入による空隙には好中球，リン

パ球の浸潤が著明である．

感染40日目

この時期にはすでに肺に浸入したＲゾルを中心に虫嚢

が形成されはじめた．肺における完成された虫嚢は主と

して肺表面に隆起する小豆大～小指頭大のほぼ球形の結

節として認められた．結節の外半分は胸膜面に隆起し，

内半分は肺実質部に埋没し，暗赤色で弾力性があった．

虫嚢はしばしば２ないし３個が近接して形成されること

もあり，虫嚢壁を切開すると黒褐色の粘稠内溶液が出て

来た．これは主として肺組織の融解物及び炎性細胞群の

ａ

ひ

５

Fig.１３ＡｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅｉｎｔｅｓｔｉｎｅｏｆＰ.〃z/:ｙａｚａＭ，ｗｈｅｒｅａｎｅｇｇｉｓｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｄｉｎｔｈｅ

ｗｏｒｍ－ｃｙｓｔｏｆｔｈｅｌｕｎｇｏｎｄａｙ７０

Ｆｉｇｓ・l4-15Lungs・Ｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｓｏｆｔｈｅｉｎｎｅｒｓｕｒｆａｃｅofworm-cysts，SCluamousmetaplasias（EP）

oftheepitheliumaredemonstrated，ｏｎｄａｙ７０

Ｆｉｇｓ、16-20：TissuesectionsfromtheratsinfecｔｅｄｗｉｔｈＰａハzgo/】iﾉﾉ､ｲｓｏハｉｒａｌｒ・

Figs、16-17Livers・Ｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｓｏｆｖａｒｙｉｎｇｓｔａｇｅｓｏｆabscess，ｏｎｔｈｅ２０ｔｈｄａｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ、

ＯｌｄａｂｓｃｅｓｓｉｓｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇ、１６ａｎｄｆｒｅｓｈｏｎｅｉｎＦｉｇ、１７

Ｆｉｇ．１８Liver､ＡｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆａＨｕｋｅｉｎｔｈｅｌｉｖｅｒ，ｏｎｄａｙ２０・Thenormalarchitectureofliver

parenchymeadjacenttotheHukeisdestroyed

Figl9Lung・Ａｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅｃｙｓｔ－ｗａｌｌｗｈｉｃｈiscomposedoffibrousconnectivetissue，ｏｎ
ｄａｙ４０

Ｆｉｇ２０Ｌｕｎｇ・Ａｌｏｗｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅｉｎｎｅｒｓｕｒｆａｃｅofthecyst-wall，coveredwithstratifiedsquamous

epithelium，ｏｎｔｈｅ６０ｔｈｄａｙｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ．

(４２）
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Ｆｉｇ．１３は，虫雲内の虫体の一部を示したもので腸管

内には摂取された虫嚢内液や肺吸虫卵がみとめられた．

この時期になると虫体は十分成熟し，卵は虫雲内にも多

数みとめられるようになった．Ｆｉｇｌ４及びFig.１５は

虫嚢内壁が重層偏平上皮で積はれた部分を示す．これは

気管支上皮の化生によるものと考えられた．この空洞周

囲には細胞浸潤がみられ,黄褐色穎粒や虫卵が点在した

その周囲は線維性の層で包まれ，完成された虫嚢を形づ

くっている．

こうして肺における虫嚢形成が終了し，殆んどの肺吸

虫はこの中にみとめられた．一部のＰ・ゾルはかなり後ま

で肝にもとどまるが大部分は肺に寄生するため病変は肺

に限られ，肝における病巣は消極し，治癒に向かった．

２）大平肺吸虫（ＥＣ.）感染ダイコクネズミにおける

変化（Figsl6～20）

感染１０日目

この時期には未だ病変は肝表面にわずかに見られるの

みであった．病変は肝周囲の参出性変化をもって始まり

未だ，肝実質内には虫体が侵入している所見をとらえる

ことができなかった．

感染20日目

この時期になると肝実質への虫体の侵入に伴なう肝実

質の変性，膿瘍形成及び壊死がみとめられた．病巣のひ

ろがりは未だかなり限局されていて表面の肉眼的所見も

著明ではなかった．Figsl6及び17は壊死巣で，周囲の

肝細胞の変性があり，壊死巣には主として好中球，リン

パ球様単核細胞が浸潤していた．また，Glisson鞘に一

致して細胞浸潤と結合織の増生が見られるものがあり，

周辺の肝細胞索の乱れ，細胞質の変性も見られた．また

SinusoidにそったKupffer氏細胞の核の腫大もみとめ

られた．Ｆｉｇ．１８は肝実質に見られたＲ０．の断面で周

囲には肺におけるような被膜構造は形成されていない．

虫体に面した肝実質の崩壊，あるいは虫体周囲に析出し

たフィブリン様物質が網状に見られた．

一方，すでにこの時期においては虫の胸腔内移動に伴

ない，肺表面に出血I性病巣が見られ，虫体が肺実質部に

侵入しているのが見られた．このような部位では肺吸虫

周囲の肺実質の壊死とその周辺の肺炎像が見られた．

感染30日目

すでに述べたようにPLO．ではＰ.''z、に比べ，成熟が

早く，この時期にはすでに虫卵形成がみとめられた．小

葉間結合織に肺吸虫卵の見出されるものもあり，Ｐｂαの

成熟が早いことが理解された．すでにＰｂ０．では肺の虫

変性物と考えられ，その色素は萩本（1956）によると血

色素に由来するアルカリ性へマチンと考えられるもので

あった．通常１個の虫嚢内には１対の肺吸虫がみとめら

れた．しかし，時には１個体が変性萎縮，あるいは虫雲

外脱出などで消失していることがあり，このようなこと

は陳旧化した虫襄に多い．また虫嚢の胸膜面にはしばし

ば肺表層部の潰瘍状変化がみとめられた．

このような虫嚢はまず肺吸虫の肺実質への侵入によっ

て組織の破壊，ついで壊死をもって始まった．中心部は

空洞化し，周辺部では肉芽組織の形成，または線維細胞

増殖による線維化が進行して完成された．Fig.９は虫嚢

に近接する胸膜の炎性細胞浸潤を伴なう線維性肥厚であ

る．肥厚した胸膜下の肺実質には肺炎像，更には無気肺

の所見があった．一方，この時期では肝における病変は

やや梢槌しつつあり，肺吸虫の見られなくなった肝実質

部では漸次，修復性の変化があり，壊死部の肉芽による

置換が見られた．

感染50日目

この時期においては虫体の肝外脱出によりすでに肝の

病巣は梢槌しつつあった．壊死巣は結合織への置換が起

こり，また小葉間の問質増生があり，肝硬変に類似した

組織学的所見を呈した．しかし，Ｐ､ゾルではかなり後期

まで肝内に幼若成虫がとどまることがあり，この場合は

病変は新しく，次々に壊死巣が形成されて来た．しか

し，肝表面の変化は56日をすぎると殆んど消滅した．

一方，肺ではこの時期には空洞形成が進行している

(Fig.１０)．即ち，虫嚢壁は種々の型の巨細胞の出現を伴

う線維性肉芽組織より成り，その内側にはエオジン好染

`性の均質な物質がみらとめられた．更に肉芽層の外側に

はリンパ球，形質細胞，好酸球などを主とする炎性細胞

浸潤がみらとめられた．また細胞浸潤のある部には少数

であるが肺吸虫卵が見出された．虫嚢周囲の肺胞内にも

細胞浸潤が見られ，肺炎像を呈していた．病巣の中心に

かなり広汎囲に無気肺を呈する場合も見られた．

感染56日目

Ｆｉｇ．１１は虫嚢内の肺吸虫の一部を示したものである

が、空洞内および肺吸虫の口腔内にも虫嚢内容物が充満

している.虫襄内には細胞浸潤が著明で主として好中球，

リンパ球や虫卵などが認められた．虫嚢壁の肉芽組織の

厚い層は線維化が進行している（Ｆｉｇ．１２)．その周辺の

肺胞部にはカタル性，出血性の病変がみとめられ，空洞

壁には細血管の新生が著明であった．

感染70日目

？

●
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曇内に２個体入っているものが多く，空洞壁にも線維化

が見られるものが多かった．虫襄内液には炎性細胞の浸

潤と共に多数の虫卵，核紙片ならびにこれらをとり込ん

でいる組織球が点在していた．一方，肝の病変において

は肺吸虫の脱出にともない修復性の変化が見られ，線維

化が進み，漸次結合織に置換されて来た．

感染40日目及び50日目

Ｆｉｇ．１９は虫嚢壁の断面で，壁の線維化が強く，虫卵

も多数見られ，その周囲には細胞浸潤が著明であった．

肝における変化は30日のものに比べ一般に陳旧化し，線

維化が著しかった．

感染60日目

肺における虫襄も完成され，虫襄壁内面はしばしば重

層扁平上皮で被われ縦た（Fig.２０)．その外側には多数の

虫卵と細胞浸潤がみとめられた．また肝における病巣は

結合織性の癖痕として散見された．

以上述べたように，感染経過に伴なう肺吸虫感染ダイ

コクネズミにおける病変の形成とその推移は，Ｒ”．と

Ｒａを比較しても本質的に同一であると考えられた．

しかし経時的な組織所見からは，次のような差異を見出

すことができた．

１）Ｒ０.感染ネズミにおいては肝の膿瘍，壊死形成

・の期間がＰＬｍ・に比べ早期に消槌し，病巣の線維性置換

として残る．これは，ＥＣ・の場合，早期に肺吸虫の胸腔

移行が起こるため，これに対応した所見と思われた．こ

れに対し，凪"Z.ではかなり後期まで肝変化が継続した．

２）肺における虫雲と周辺の組織においてＰ､０．では

早期に多数の虫卵がみとめられたのに対し，Ⅲ〃z・では

おそく，また虫卵も少ない．Ｐｂ”．の成熟がＰＬＯよりお

そいためである．

<26日頃から卵形成が始まると思う．（11）虫襄腫を作

り同棲を始めるのは試食後30日頃からである．

本報告に述べたＰＬＯ・に関する成績はこの宮崎（1940）

による大平肺吸虫の発育状況の記載ときわめてよく一致

している．従って，ＥＣ・のダイコクネズミ体内におけ

る定着，発育の程度はそのメタセルカリアの採取された

地域，実験ダイコクネズミの株，及び実験の年代などと

殆んど関係なく同等と考えられる点が興味深い．本実験

においてはＰｂ"Z．とPbo・の夫々の卵巣の形態を，感染

経過に従って図示したが，同様の観察は宮崎（1943）が

Ｐｂ。．とルァαgo"i"z"szuesreγ"zα"Z（以下Ｒｚｕ．と略

す）との間で比較した.但し,その観察は両種の鑑別点と

して卵巣の特徴が有用であることを述べるためのもので

あった．この時に記載されたＰＬＯ、の卵巣の形態と今回

のそれとを同時期のものの間で相互に比較すると，卵巣

分枝の状況，卵巣体積の増加状況において，両者はきわ

めて類似していた．また虫体に関する計測値においても

２つの実験における値は殆んど同等と考えられた．従っ

て，宮崎（1940）の実験と本報告とを比較した成績から

ダイコクネズミに感染せしめたＰ.αの発育は再現,性の

高いものであると考えられた．従ってまた同株ダイコク

ネズミにＰ.、．及びＰＬＯ・を夫々の実験動物群毎に感

染させ，感染動物組織の病理所見を比較すること，更に

は２種の肺吸虫の親和性を比較，検討することは方法論

的に有意であると云えよう．この実験においては，こう

した観点からPLO，感染というものを対照にしてＲ'"・

のダイコクネズミ体内における発育，および宿主の示す

反応について考察した．

１．肺吸虫の肝内侵入にともなう肝障害とこれに関

連した事項

小猫の小腸壁を穿通したウエステルマン肺吸虫幼虫は

横川らによれば投与24～48時間内に－たん腹筋に侵入し

ここで一定の発育をとげ，５～７日後に再び腹腔に出現

することから，腹壁侵入の意義を強調した（横川ら，

1957：YokogawaeZaZ，1962)．その後，幼若虫は肝

に穿入し，一定期間後に横隔膜を通過し，胸腔に入るも

のと考えられた．更に横川ら（1964ａ）はＥ”のダ

イコクネズミ体内移行経路をEvans-blue法で検討し

た．これによると，メタセルカリア投与後24時間～７日

の問では腹壁筋内と肝内に同時に虫体が検出された．そ

の後，腹壁筋や深部の筋内に見出された虫体はなかっ

た．このように肺吸虫の種により，また使用した動物の

種類により，移行経路が異なり，また留る期間が異なる

▽

考察

宮崎（1940）は大平肺吸虫を用いて数種の動物に感染

実験を行なった．そのダイコクネズミに感染せしめた虫

体の発育に関しての要約から本実験に関連する事項を抜

粋すると次のとおりである．（１）虫体は試食後35日頃

までは急速に増大するが，その後は緩』慢となり８０日頃に

達して停止する．（６）卵巣は最初，細胞群として雌`性

生殖原基の一端に認められるが，漸次細胞数を増し，試

食後10日になると楕円形となり，次いで凹凸現われ，２０

日になると分枝著明となり，２７日頃に至って略一定の形

となる．その後は大きさを増すにすぎない．（９）子宮

内に初めて卵を証明したのは試食後27日であったが恐ら

◆

■
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のは肺吸虫の宿主親和性と関連して興味ふかい．本実験

ではＰＬＯ・の場合，１０日目及び20日目には腹腔内遊離虫

体が見られたが，それ以後は腹腔には全く見出せなかっ

た．これに対し，Ｒ〃２．では20日目，３０日目に腹腔で検

出されたのみでなく，感染56日目以ぴ70日目という時期

においても腹腔内で遊離のＲ，'z・が見出された．ＥＣ．

とＲ７，2.の間のこのような差は，ダイコクネズミに対す

る宿主適合性のちがいが関連あるものと推定された．

肺吸虫が肝内や肝表面を移行する際には，肝表面に点

状ないし線状の黄色膿苔状変化がみとめられた．これに

伴なう肝機能障害については従来，いくつかの報告があ

る．富田（1956）は高田反応を用いてＰｂ０.感染ダイコ

クネズミ血清の検討を行なった．その結果，肝に膿瘍形

成の見られる感染20日前後に肝障害が最も著明であり，

虫体の脱出により病巣の修復が行なわれる30～60日の問

では軽度の障害が残ると述べた．このような肝における

一過性の障害については著者がＰｗｚ・感染ダイコクネズ

ミ血清のトランスアミナーゼ（SGP-T及びSGO-T)活

性を測定した成績からも明らかであった．即ち，感染２０

日～40日の間でトランスアミナーゼ活性が最も高く，従

って肝障害が著明であった．この時期はＲノルの肝内

移動による肝実質の障害を最もつよく現わしているもの

と考えた．更に，この肝障害の最も著しい時期は，血清

蛋白分画の変動が最もつよく現われる時期でもあった．

殊に血清アルブミンの一過性の著明な減少とこれに伴な

うＡ/G値の著減が見られた（Tada，1967)．この血清蛋

白分画の変動の程度は，投与したＲｍ.メタセルカリア

の数と相関があることは著者の実験により次のように確

かめられた．即ち，最も著明な変動の見られる血清アル

ブミン量について見ると，対照ダイコクネズミでは実験

期間10～70日の間でほぼ同等の57％であった．これに対

しＰ.".メタセルカリア投与数５個のⅡ群，１５個のⅢ群

30個のⅣ群と多数投与群ほど感染経過に伴なうアルブミ

ン低下の度合いがつよかった．殊にダイコクネズミ１匹

あたり50個のメタセルカリアを投与したＶ群では10日目

に42.5％，３０日目はやや多く50.6％であるが50日目では

28.8％にまで低下し，宿主動物に与えるＲ”.の障害が

つよいことが注目された．この成績から著者はＲ、､感

染の場合，多数のメタセルカリアを投与すると腹腔や肝

内に長期間留まる虫体が増し，主として肝障害により

アルブミン産生が障害されたものと推定した（多田，

1967)．

肺吸虫以外の寄生蠕虫感染動物における血清アルブ

ミンの減少についてはいくつかの実験成績が報告されて

いる．Gleason＆Friedberg(1953)やKagan＆Good‐

child（1961）らが旋毛虫感染動物においてアルブミ

ン減少が起こることを示した．木附（1958）は有赫顎口

虫第Ⅲ期幼虫をウサギに感染させたところ，感染２～３

週においてアルブミンおよびＡ/Ｇ値の減少，更にはグ

ロブリン殊にβ-及び７－グロブリンの増加がみとめられ

た．しかし木附（1958）によるとこれら血清蛋白の変動

はStirewalt＆Evans（1955）やRodriguezetaL

(1955）によって示されたマンソン住血吸虫症及び安部・

山崎（1953）の日本住血吸虫症に比べるとはるかに軽度

であった．これは肝に対する障害が有練顎口虫感染にお

いてははるかに低いためと考えられた．これに対し，日

本住血吸虫をウサギに感染せしめた古沢（1958）の実験

では感染40日からアルブミン減少，α-及びβ-グロブリン

の増加がみとめられた．更にKraut(1956)はCbMce7c‐

"ｓ/izsciomγｉｓ感染ダイコクネズミにおいて，血清アル

ブミンの減少をみとめた．肝に特異的に寄生するこの嚢

虫の場合，その寄生部位と血清アルブミンの減少との関

連が容易に推定し得る．これらの諸報告から考察すると

寄生蠕虫の肝における寄生の程度，あるいは肝に与える

障害の度合いによって血清蛋白像が変化を受けるものと

考えられる．従って逆に血清蛋白分画の変動は寄生蠕虫

の感染動物肝内における活動性の一端を示すと考えられ

よう．今回の実験においても血清アルブミン減少は，肺

吸虫の肝内移動の時期に一致してみとめられ，またその

程度はＲ、、において殊に著しかった．また，ＥＣ・感

染ダイコクネズミでは血清蛋白分画の変化が著明でなく

宿主動物に与えられた障害の程度がＰｂ'"､に比べて軽い

と考えられた点が興味ふかい．これがＰｂ０．にとってダ

イコクネズミが好適宿主であることと関連があるかどう

かは未だ不明である．しかし－つの示唆的な成績であっ
た．

２．肺吸虫の発育に関する事項

初鹿（1967）はＲ''z・メタセルカリアをダイコクネズ

ミに感染させて得た７個体（感染後74～286日）につい

て計測し，虫体長４８～8.0(NI＝6.3)ｍｍ×虫体幅2.1～

4.7(NI＝2.9)ｍｍであったと述べている．この計測値

は氏の調査した他の終宿主から得たＰ.'Ｌ虫体の計測値

の中では最小のグループに属し，宿主によってかなりの

差異があったという．今回の５６日目のPbllz.では体長

5.7±１．０ｍｍであった．これは初鹿（1967）の場合より

感染期間が短いたため体長，体幅ともにこれらに比べて
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小さかった．また前報で著者（多田，1967）が30日目の

剖検ダイコクネズミから得たＭ－１群の体長は，3.3ｍｍ，

体幅は1.8ｍｍとこれＭ､さかつた．橋口ら（1968）は

Ｐ."Ｌをドブネズミに投与し，感染50日目の虫体で平均

体長6.04ｍｍ，同体幅２２４ｍｍであり，その後58及び６５

日目に得た虫体ではこの値より小さく夫々体長5.33ｍｍ

及び4.97ｍｍであった．また氏らはダイコクネズミに

投与した場合，６１日目に体長5.86ｍｍ，体幅2.63ｍｍの

虫体を見ている．著者の場合も殆んどこれらと同等の計

測値であった．一方，ダイコクネズミから得られたPLO・

に関して，宮崎（1940）は感染60～80日目のもので体長

9.1～11.0ｍｍ×体幅4.8～4.9ｍｍであったと述べてい

る．万納寺（1952ｂ）は再感染実験の対照である匹０．

虫体について感染３０～３５日後には体長は5.85～6.70

ｍｍ,同90～95日目で体長9.54～10.18ｍｍと述べた．今

回の実験では感染６０日目で体長6.8±0.2ｍｍ×体幅3.5

±0.2ｍｍであった．これらの実験感染における成績か

らＰＬ,"体虫はダイコクネズミにおいて同時期のＲａ

虫体に比べて常に小さく，また体長あるいは体幅の増加

もゆるやかである．更にＲｍ卵巣の発育に関して，橋

口ら（1968）はドブネズミ及びダイコクネズミに感染さ

せて得た虫体について観察した．その結果，３０日後の虫

体では卵巣の第１次分枝が始まり，３５日後には４～６本

のはっきりした第１次分枝が見られ，４５日後には第２次

及び第３次分枝と複雑になり，子宮内に虫卵を多数みと

めた．このような卵巣の発育状況は著者の場合も同様の

所見として認めた（Fig.３）．更に橋口ら（1968）はド

ブネズミにおいて45日後に虫嚢内にも虫卵をみとめたが

ダイコクネズミでは50日後になって子宮内卵の形成，５８

日目に虫嚢内虫卵をみとめている．この点，今回の成績

も同様でＰ､ゾルはＥＣ・に比べ性的な成熟がおそいこと

を裏付けることができた．これらのことからダイコクネ

ズミを終宿主とした場合，Ｅ'"．はＥＣ.に比べて，よ

り宿主適合性が低いと云えよう．

３．感染に伴なう宿主組織の病理的変化に関する事項

従来，RzU・に関しては，これが人体にも寄生する種

であるため，患者や実験感染動物について多くの病理学

的な研究が為されている．しかし，それ以外の肺吸虫に

ついては，検索成績は少ない．ＥＣ・の実験感染におけ

る組織学的な研究についてはわずかに米良（1951)，万

納寺（1952ａ)，富田（1956)，横川・吉村（1960)，横

川ら(1958)，及び貝田ら（1960,ａ，ｂ）の成績があるに

すぎない．また本実験の対象であるＲ〃'､感染における

病理組織学的な研究はない．富田（1956）がＰＬＯ、をダ

イコクネズミに感染せしめて行なった病理学的な研究は

その記載が詳細であり，今回の実験を考察する上ですぐ

れた報告と考えられる．まず肝では初期の肝周囲炎から

始まり，肝実質における限局性の融解壊死巣の形成，更

には空洞形成，後期には修復機転としての壊死巣の線維

化，肝硬変がみとめられた．虫体の肝侵入に伴なうこの

一連の病変の推移は今回のＰ8,,2.及びＲ０．による感染

実験の成績と同様である．唯，今回のＲ,"．とＲｏ．と

を比較した実験からは虫体の肝内滞在がＰ､０．において

短く，これに対応して肝壊死巣の線維化が比較的早期に

起こることが観察された．肝内滞在の時期をすぎると肺

吸虫は横隔膜を通過して胸腔内に侵入するこの際,肝と

横隔膜の問にはしばしば癒着が見られ，おそらくこの軟

化した部分を通って虫体は胸腔に穿入するのであろう．

Ｒゾル感染あるいはＲａ感染のいずれの場合も肺に

おける最初の所見は肉眼的には肺表面の出血巣として見

られる．これは幼若虫の肺実質内への侵入にともなう組

織の破壊などによる変化である．その周辺の胸膜には限

局性に肥厚が見られている．やがてこの侵入部分を中心

に虫嚢が形成されるに至る．富田（1956）はこれに初期

(細胞浸潤期)，成熟期（虫襄形成期）及び退行期（癖痕

形成期）の３段階をもって区別し，夫々の段階毎に記載

を行なった．また，貝田ら（1960ａ,ｂ）も（１）参出性

炎症期，（２）肉芽形成期（３）襄腫形成期（４）廠痕

形成期に分類している．さらに嚢腫形成には肺組織の壊

死崩壊，気管支拡張の両者が関与し，病巣形成の場によ

り，いずれかの所見が強調されていると述べた．殊に氏

らは肺吸虫感染におる肺の所見に出血性炎症が特徴的で

あり，また虫嚢形成においてもアレルギー性炎が関与す

ると考えている．Ｐ.”．の場合も，本質的にこれと同じ

経過を辿るようであるが，今回の実験では感染経過を７０

日までしか見ていないため，典型的な癌痕期虫嚢は見出

せなかった．しかし成熟期における虫嚢の組織学的な所

見は他の報告と本質的に同じであり，典型的な線維性被

膜をもった空洞が観察された．更に出血像や気管支上皮

化生などの所見においても貝田らの所見と同じであっ

た．今回の実験ではＰｂ〃２．においては虫卵形成の時期が

Ｒｏ・より２０日程度おくれて始まっている．このためＰＬ

ノル感染ダイコクネズミにおいては虫嚢やその周辺の肺

実質内に見られる虫卵は感染56～70日の間ではさほど著

明ではなかった．

横川・吉村（1960）らは人肺吸虫症の肺病巣所見を詳
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細に検討し，これが肺結核症の病変と類似していること

を述べている．即ち結節形成，樛出性もしくは増殖`性肺

炎が見られた．更にこれに伴ない細胞Ｉ性反応として好酸

球，形質細胞および組織球`性大単核細胞が関与し，また

血管における病変がこれらと共に成立していた．今回の

実験ではＰｂ〃z､においても肺吸虫を含む空洞を中心に線

維性の被膜構造とこれをとりまく細胞浸潤層，及び空洞

内面における巨細胞の出現など，肺結核の空洞を思わせ

る所見が認められた．

横川ら(1958)はダイコクネズミにおけるＲａの単数

寄生の場合，虫体は肺の１個所に定着し得ず，且つ典型

的な虫嚢も作り得ない事実を示した．しかし病理組織学

的には全例に肺炎像や肋膜炎，若しくは肋膜潰瘍をみと

め，糞便内に虫卵をみとめた２例では虫体の明らかな肺

臓内侵入によると思われる著明な肋膜肥厚や肺炎および

偽虫嚢とも称すべき空洞形成と肺実質内虫卵を多数みと

めたこの実験は虫嚢形成の機序について極めて興味あ

る成績を示している．即ち，好適宿主に侵入した肺吸虫

でい個体だけでは虫襄を肺に形成し得ないが，複数で

侵入した場合において虫嚢形成も見られ，また虫体の発

育，成熟が促進されると考えられる．著者の今回の実験

ではＰＬ'".及びＲａとも２個体以上の幼若虫が肺に到

達し，且つ典型的な虫嚢形成もみらめられた．しかし

Ｔａｂｌｅｌ及びTable2に示したようにＰＬ'"・がＰＬＯ.に比

べてダイコクネズミ１匹あたりに形成した虫嚢数が多

い．この点ではＰ.αの方がＰｂ〃z・に比べダイコクネズ

ミに対する親和性が大であるという推論と矛盾する．し

かし上述の横川らの成績から，虫嚢というものはおそら

く２個体以上の肺吸虫が肺で遭遇した場合に，二次的に

形成されるものであると考えられる．この考え方からす

れば虫嚢形成状況だけではＲ'"．とＥＣ・のダイコクネ

ズミに対する親和性の大小を論ずることはできない．む

しろ，肺吸虫自身の発育のちがい，殊に性的な成熟状況

の点からＰＬＯ､がＲブルよりダイコクネズミについては

より高い親和性を持つと考えた方が妥当である．Ｐｂ,"・

の場合，虫体の回収率は29.3％，ＰＢＯ・では23.3％であ

った．橋口ら(1968)は同じく，ダイコクネズミに１頭あ

たり10～30個のＰｂゾルメタセルカリアを投与して20～

６５日後の検出率が6.6～40.0％(平均30.7％)であった．

今回は虫体の回収を目的としていないので肝内あるいは

筋肉内に幼若虫が残存しているのは明らかである．従っ

て示された回収率は実際よりかなり低値と考えてよい．

しかし，Ｒ''2．感染の場合，その回収率は上述の橋口ら

(1968）の示した回収率と同程度であり，ＰＬＯ・感染にお

いては宮崎（1940）のＰＬＯ・感染ダイコクネズミにおけ

る虫体回収率2.5～68.8％(平均24.3％）とも殆んど同程

度の値であった．また，本実験で示したＰ."Z.及びＰ.o・

の夫々の回収率の間に大差は無く，同程度の回収状況と

考えられる可

次に虫嚢の形成部位は右側肺に多いか左側肺かについ

てふれたい．富田（1956）は虫嚢数についてふれていな

いがＥＣ・感染ダイコクネズミで右肺における虫嚢数が

左肺に比べて多いと述べた．この理由として虫体が胸膜

面から侵入する関係で解剖学的な理由により右側肺に多

いという推定である．右肺は肺葉数が多いので葉間胸膜

面積が広い点からは右に多い理由を説明できよう．横川

ら（1959ａ）もＥＣ、をダイコクネズミに投与した実験

で虫嚢は圧倒的に右肺に多かったと述べている．万納寺

（1952ａ）はＲ０.メタセルカリア20個を１頭のタヌキ

に与え，感染336日後に剖検したところ右肺に７個，左

肺に２個,合計９個の虫嚢形成をみとめた.冨村ら(1964）

は新淀川で捕獲したドブネズミにおいて小形大平肺吸虫

感染を調査した．その報告中，感染ドブネズミ25頭にお

ける虫嚢形成をしらべたところ，無虫虫雲60個のうち右

肺に36個，左肺に24個，また有虫虫嚢43個のうち右肺に

30個，左肺に13個の虫嚢がみとめられたと述べている．

貝田ら（1960ａ）はイヌにＰＬＯ/ｂｉ７ａｉを感染せしめた

実験において右側肺に寄生部位が多く見られ，右横隔膜

葉，右尖葉，中間葉に多かったとした．竹山（1966）は

新淀川のネズミを調査し，ドブネズミ12匹，クマネズミ

１匹から合計35個体の小形大平肺吸虫を見出した．この

うち左肺からは１４個体，右肺からは20個体の虫体を得

た．しかしこれら自然感染における調査では動物１頭あ

たりに侵入した肺吸虫幼虫数が不明なので合計した虫嚢

数だけからは右肺に多いか左肺に多いかの傾向を示し得

ない．横川・吉村（1960）は肺切除された16例の肺吸虫

寄生肺組織を検討し，右肺に12例，左肺に１例，不明

側２例で右肺に病巣が多かったと述べている．著者の実

験ではＰＷＪ・感染ダイコクネズミで40～70日の間に合計

39個の虫嚢が見られた．このうち右肺に25個（67.6％）

左肺に12個（32.4％）で右肺に多かった．またＲａ感

染ダイコクネズミでは，合計22個の虫嚢があり，このう

ち右肺に13個（59.1％)，左肺に９個（40.9％）でその

差は著明でなかった．更に多数例について検討する必要

があろう．虫嚢の形成されやすい部位についても投与メ

タセルカリア数を変えるなどして検討する必要がある．
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４．肺吸虫の宿主適合性について

肺吸虫属のうちRzU・はヒトをはじめサル，イヌ，ネ

コなどに自然感染を見ることができ，ヒト以外のこれ

らの動物には実験的にも高い親和性を有する．更にヒョ

ウ，キツネ，トラなどにも自然感染がみとめられてい

る．しかし，ナンキンネズミ，ダイコクネズミ，テンジ

クネズミなどには実験的染で充分な発育・成熟を示さな

い．一方,ＰＬＯ．及びＲｚｒａｇｏ"i,""ｓｉＺｏ肋"e"e,伽（以

下Ｒｉと略す）は形態的に極めて類似している他，自

然界の終宿主としてドブネズミ，クマネズミなどが共通

している．実験的にはＰＬＯ.はハムスター，イタチ，ネ

コ，イヌ，ダイコクネズミによく感染し成熟する．また

ＰＭでもダイコクネズミにもよく感染させ得る．

横川ら（1964ａ）はＰＬ'"・をダイコクネズミに投与

した実験からＲ，"・がＰＬＯ．とＰＬｚＵ・の夫々の移行経

路の特徴の一部ずつを示している点に着目した．更に横

川ら（1964ｂ）はＥ,"・を仔猫に投与して移行経路を

追求した．仔猫においては投与24時間～10日の間では肺

吸虫の大多数が腹腔にあり，２４日では殆んど肝で見出さ

れ，３５日では大多数が肺に虫雲を形成していた．また腹

壁穿入を行なった虫体は７日～10日の間ではわずか１例

であった．即ち，この点もＰＬｍ・の場合，感染後24時

間～５日間に約40％の虫体が腹壁筋肉から見出されたの

と著しく異っていた．これらの事実から氏らはＲ’処

PLO.，ＰＬｚｕの終宿主における移行経路の差は宿主動物

に対する好適度と関連があるものと推定している．この

ように種による移行経路のちがいがあることは当然その

途上にある組織ないしは臓器に対する親和性が問題にな

る．Ｐ.α感染ダイコクネズミにおける異所寄生例とし

て宮崎（1940）は35日を経た感染ダイコクネズミの後腹

壁に定形的な虫嚢腫を見出したことを述べている．しか

し米良（1951)，万納寺（1952ａ)，富田（1956）らの実

験感染ではＥＣ・の異所寄生の報告はない．従ってPUC・

の異所寄生頻度は低いと考えられる．一方，今回の実験

ではＰＬｍ・は肉眼的及び顕微鏡的所見からダイコクネズ

ミ肝内での滞在時間が長く，また感染70日後においても

腹腔，殊に肝表面において遊離虫体を検出した．従って

PLm．ではＰＬＯ・に比べ胸腔に到達するのがおそく，ま

た逆に肝に対する親和性がＰｋｏ．よりつよい可能性もあ

る．これを支持する成績として横川ら（1964．）のダイ

コクネズミにおける実験感染でＰｂ〃Ｌは肝に比較的長く

滞在したという成績がある．更に吉田（1968）はＲ，"・

メタセルカリア30個投与したダイコクネズミのうち１匹

の肺に４個，肝に２個の虫嚢を形成し，その中に成熟し

た虫体をみとめた．一方，川島ら（1966）もダイコクネ

ズミ８匹に30～50個のＥ〃2.メタセルカリアを投与した

実験において，６匹の動物の肝にも定形的な虫襄の形成

をみとめた．また２匹には腎，腹膜にも虫体を入れた虫

嚢をみとめた．肝の虫襄は結合織性の被膜を有する典型

的な組織像を示し，中に内容液や虫卵をみとめた．更に

虫体の圧平染色標本についての計測によると，肝からの

虫体の発育が最もよく，肺から得た虫体よりすぐれてい

た．このように高率に異所寄生をみとめた成績はその後

見られなかった．しかし，これらの報告を総括するとＰ

〃１．はＰＬＯ・に比べると肝に比較的親和性がつよいと考

えてよいであろう．従って宿主適合性の指標としてダイ

コクネズミを終宿主動物にして実験感染を行なった場合

ＲｚＵ・は殆んど親和'性がなく，Ｐｔ，"・は中等度，ＰＬＯ

では最もつよい親和性を有するといえる．これはまた前

述した横川ら（1964ａ）の移行経路からの“好適度のち

がい,,と対比させると興味ふかい．このように終宿主動

物に対する親和性が同属間の肺吸虫においても異なるこ

との意義は現段階では不明である．しかし，寄生現象に

おける進化ないしは適応の問題とからんで今後の検討が

必要であろう．

総括

著者は宮崎肺吸虫Ｈzγαgo,,z,"z/ｓ,"ｉｙａｚａ航Ｋａｍｏ，

Nishida，HatsushikaetTomimura，１９６１（以下Ｐ皿．

と略す）の感染にともなう終宿主動物の病変を追求する

目的で実験を行なった．また同時に従来よく研究されて

いる大平肺吸虫ＰＬＯﾉｶﾉraiMiyazaki，１９３９（以下ＥＣ．

と略す）の場合と比較しながら，宿主体内での肺吸虫の

発育，宿主動物の反応状況等を観察した．Ｋｉｎｇ株ダイ

コクネズミ１匹あたりＲ，"、メタセルカリア15個ずつを

感染せしめた．感染経過を追って10日目毎にダイコクネ

ズミ３～４匹ずつを剖検した．同時にＰＬＯ・について

も同様にダイコクネズミに感染させ，Ｐｂ'"、感染の対照

として検討した．その結果，次のような成績が得られ

た．

１）ＰＬｿﾞﾉﾑではＥＣ・に比べ，肝表面の膿瘍形成の所

見からも，また組織学的所見からも肝内滞在が長く，感

染70日においても腹腔内に虫体がみとめられた．

２）Ｒ''２．の虫卵形成はＰＬＯ､のそれより20日ほどお

そく，感染50日頃から見られた．また肺吸虫の圧平染色

標本についての計測値では，Ｐｂ，皿の発育は徐々で且つ

同時期のＲａに比べ著しく小さかった(Ｐ＜０．０５)．－

、

心

●

（４８）



4９

方，ＥＣ・は急速に成長し，それ以後は大きさの点で殆

んど増加しなかった．また３０日目にはすでにＲａの

83.3％が子宮内虫卵形成をみとめた．これに対し,ＰＷｚ・

では50日目に9.1％が子宮内虫卵形成を示したにすぎな

い．

３）Ｐｂ〃z、の卵巣は徐々にその容積を増大し，分枝の

状況も緩慢であった．これに対し，ＰＬＯ．では卵巣容積

は急速に大きくなり，早期に典型的な複雑な分枝を形成

した．

４）感染経過を追ったＲ，，z・感染ネズミ血清蛋白分画

の変化では，感染30日目に最も著明なアルブミンの低下

があり，これに伴ないＡ/G値の一過性低下が示された，

ＥＣ・感染ダイコクネズミにおいては軽度のＡ/Ｇ値低

下が見られたにすぎない．これらのことからＲ’'２．は

ＥＣ、に比べ宿主ネズミに対しより障害作用がつよく，

このことがＲ〃2.の発育の遅延と関連しているような所

見であった．

５）肺における虫襄形成はＲ、､においては右側肺に

多く，ＰＬＯ、においてもやや右肺に多く見られた．

６）Ｒ〃2．幼若虫はまず肝に侵入し，中心部の壊死性

変化にひきつづき膿瘍を形成した．虫体が肝を脱出して

胸腔に移行する時期にはこれら肝の病巣は徐々に線維化

がすすみ，癩痕化した．ついで幼若虫が肺に到達すると

肺表面には出血性病巣の形成，ついで侵入部肺組織の壊

死が起り，やがて典型的虫襄が形成されてきた．虫嚢内

には通常２個体のＰｂ，"､が入り，時期が経つと虫襄壁の

線維化が進行した．以上の病変は，Ｐ.'"・の場合もＰｂα

の場合も本質的にちがいが無い．しかし,Ｐｋｏ・の場合，

比較的早期に肝，腹腔を去って胸腔・肺に移行する．ま

たＥＣ・の場合，発育・成熟の速度がＲ〃z・に比べ，

きわめて早い．一方，Ｐｂ〃z・感染ダイコクネズミにおい

ては血清蛋白像の変動，肝の病理学的変化がＲａより

つよい．更に発育の点ではＰｂαに比べおそい．これら

の事実からＰＬ刀八はＥＣ・に比べダイコクネズミに対

する宿主適合性が低く，この点でＰＬｚＵ．とＰＬＯ．との

中間に位置すると考えられた．

本研究に終始御指導，御校閲頂いた九州大学医学部寄

生虫学教室，宮崎一郎教授に深謝する．また有益な御助

言を頂いた同教室，川島健治郎講師，ならびに鹿児島大

学医学部医動物学教室，佐藤淳夫教授，同，病理学教室

加藤允義助教授，千葉大学医学部寄生虫学教室，吉村裕

之助教授，感染実験及びその材料作製，整理に御協力頂

いたＤｒ・ＴａｎＭｉｎＨｗａ，上野キミ子嬢，国料ケイ子嬢

に感謝する．

（本研究の一部は第１８回日本寄生虫学会南日本支部大

会および第３５回日本寄生虫学会において発表した)．
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' Abstract

COMPARATIVE STUDIES ON PARAGON1MUS MIYAZAKII AND P. OHIRAI

INFECTIONS IN ALBINO RATS

Isao TADA

{Department of Medical Zoology, Faculty of Medicine, Kagoshima

University, Kagoshima, Japan)

During the course of experimental infection of Paragonimus miyazakii in albino rats,

which were given 15 metacercariae each, the author has observed the growth of the fluke,

changes in serum proteins from infected rats, and histological reactions of the host tissues. These

results were compared with those of P. ohirai infections in the rats. The growth of P. miya

zakii revealed inferior to that of P. ohirai, based on the observations of egg-formations in uterus,

development of ovary, and on the measurements of size of worms recovered at the same period.

The gross changes on the surface of the liver were shown during the period of the 10 th-50 th

day of P. miyazakii infection, and one to two flukes were found in the abdominal cavity even

on the 70 th day after feeding. These changes, however, were observed only during the period

of the 20th-30th day in P. ohirai infection. Furthermore, no flukes had been found in the

abdominal cavity on and after the 30th day of infection. The most obvious change in the serum

protein fractions in P. 7?iiyazakii infection was the transient reduction of serum albumin during

the period of 20-30 days after inoculation. On the other hand, the reduction of serum albumin

was not noticeable in the course of P. ohirai infection. From these results, it was suggested

that the damages in the liver function of the rats were much more severerer in the infection of

P. miyazakii than in that of P. ohirai. From histopathological examinations of the liver and

the lung of infected animals, it was considered that there was no essential difference in the

histological reactions of the rats between P. miyazakii and P. ohirai infections. In addition, 67

and 59% of the worm-cysts were found in the right lungs of the rats infected with P. miyazakii

and P. ohirai, respectively.

P. westermani has been known as an unsusceptible species to the rats, although P. ohirai

has a high susceptibility to the same host. On the basis of the present study, it is concluded

that the susceptibility of P. miyazakii to the rats should be intermediate type between those of

P, westermani and of P. ohirai.
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